
比較項目    　　　　　　　　　　24GHzドップラー式    60GHzミリ波FMCWレーダー式24GHzドップラー式 60GHzミリ波レーダー式

基本方式    CWドップラー方式が中心    FMCW方式が中心

主な測定     脈拍・呼吸・体動   脈拍・呼吸・体動・位置・距離など

バイタル検出    非常に得意 得意

微小な胸部振動    ◎     ◎    

呼吸測定    ◎     ◎    

脈拍測定    ◎     ◎    

距離測定 　△ 基本的に苦手 ◎    

人の位置検出 △ ◎    

複数人の識別 △～× ◎    

3D空間認識 ×  ◎（MIMO等）

体動への強さ △  ○～△ ※アルゴリズム依存

センサー構成    シンプル 複雑

信号処理     比較的簡単 高度なDSPが必要

CPU・メモリ負荷   小さい 大きい

消費電力     比較的簡単小さい 比較的大きい

部品コスト     比較的安い 比較的高い

製品化    　　 しやすい 難易度が高い

小型化    　　　　　 ◎ ○～◎

設置調整      比較的容易 アンテナ・角度・距離等の設計が重要

プライバシー     ◎カメラ不要 ◎カメラ不要

暗闇    　　　　　 ◎ ◎

服の影響    　 比較的小さい 条件・周波数・配置によって影響

マルチターゲット    ×～△    ◎

空間認識との組合せ     △   ◎

AIとの組合せ    　　 ○   ◎

在宅見守り    　　 ◎  ◎

介護施設のバイタル監視     ◎   ◎

夜間見守り    　　　 ◎  ◎

ロボットの「目・耳」    △   ◎

工場・単独作業者監視     ◎  ◎～◎＋

システムの信頼性・成熟度　 高い 急速に進歩中
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24GHzドップラー式バイタルセンサーと、近年普及している60GHzミリ波FMCWレーダー式を比較する

と、かなり明確な違いがあります。

特に重要なのは、「60GHzだから必ず24GHzよりバイタル測定精度が高い」という単純な話ではないこ

とです。方式（CW/DopplerかFMCWか）、アンテナ、信号処理、アルゴリズムによって性能は大きく

変わります。


